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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第１四半期 14,920 △5.2 435 △19.3 425 △19.9 197 △44.0

29年３月期第１四半期 15,735 25.9 540 ― 531 ― 352 ―
(注) 包括利益 30年３月期第１四半期 287百万円( 17.6％) 29年３月期第１四半期 244百万円( ―％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第１四半期 4.39 ―

29年３月期第１四半期 7.85 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第１四半期 43,297 17,202 37.9

29年３月期 47,296 17,475 35.4
(参考) 自己資本 30年３月期第１四半期 16,429百万円 29年３月期 16,750百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

30年３月期 ―

30年３月期(予想) 0.00 ― 12.00 12.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 32,000 △6.5 1,000 △27.2 1,000 △25.2 650 △28.0 14.45

通期 80,000 1.9 4,300 △7.9 4,200 △10.5 2,700 △9.1 60.04
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期１Ｑ 45,132,809株 29年３月期 45,132,809株

② 期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 160,768株 29年３月期 160,768株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 44,972,041株 29年３月期１Ｑ 44,974,360株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用・所得環境が改善傾向にある

など、緩やかな回復基調が続きました。一方で、米国やＥＵ諸国などの不安定な政治情勢や、地政

学的リスクの高まりなど、先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

　当社グループの属する設備工事業界におきましては、民間設備投資に低調な動きも見られる中

で、熾烈な受注価格競争が続くなど、厳しい環境で推移しました。

　当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高173億円（前年同期比16.2％増）、売

上高149億円（前年同期比5.2％減）となりました。利益面では、売上高の減少などにより、営業利

益4億35百万円（前年同期比19.3％減）、経常利益4億25百万円（前年同期比19.9％減）、親会社株

主に帰属する四半期純利益1億97百万円（前年同期比44.0％減）となりました。

　セグメント別の状況につきましては、次のとおりであります。

　

[プラント事業]

　当セグメントにおいては、社会インフラ工事、産業システム工事、並びに太陽光以外の発電設備

工事を行っており、受注高は45億円 (前年同期比2.0％減)、売上高は38億円 (前年同期比18.1％

増)、営業利益は2億13百万円（前年同期比277.2％増）となりました。

　受注高は前年同期並みに推移しました。売上高、営業損益は産業システム工事が好調に推移した

ことから前年同期を上回りました。

　

[空調設備事業]

　当セグメントにおいては、産業プロセス空調設備工事、一般空調・衛生設備工事を行っており、

受注高は58億円（前年同期比13.0％増）、売上高は45億円（前年同期比37.2％増）、営業利益は1

億72百万円（前年同期比89.1％増）となりました。

　産業プロセス空調設備工事、一般空調・衛生設備工事のいずれも好調に推移したことから受注

高、売上高、営業損益ともに前年同期を上回りました。

　

[電設・建築事業]

　当セグメントにおいては、電気設備工事、建築・土木工事、並びに太陽光発電設備工事を行って

おり、受注高は40億円（前年同期比24.4％増）、売上高は33億円（前年同期比51.0％減）、営業利

益は1億62百万円（前年同期比82.1％減）となりました。

　受注高は電気設備工事の増加により前年同期を上回りました。売上高、営業損益は前期に電気設

備工事の大型案件があったことから前年同期を下回りました。

　

[電力・情報流通事業]

　当セグメントにおいては、電力送電工事、情報通信工事を行っており、受注高は14億円（前年同

期比32.9％増）、売上高は8億円（前年同期比9.0％増）、営業利益は5百万円（前年同期は17百万

円の営業損失）となりました。

　受注高は情報通信工事の増加により前年同期を上回りました。売上高は電力送電工事の工事量の

増加により前年同期を上回りました。営業損益は情報通信工事の工事採算の改善により前年同期を

上回りました。

[海外事業]

　当セグメントにおいては、海外における設備工事を行っており、受注高は11億円（前年同期比

221.2％増）、売上高は19億円（前年同期比83.4％増）、営業利益は1億54百万円（前年同期は91百

万円の営業損失）となりました。

　タイ、ミャンマー、インドネシアを中心に好調に推移したことから受注高、売上高、営業損益と

もに前年同期を上回りました。
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[その他]

　当セグメントにおいては、物品販売及び補修・修理等のサービス事業を行っており、受注高は3

億円（前年同期比20.2％減）、売上高は3億円（前年同期比18.3％減）、営業利益は75百万円（前

年同期比51.2％増）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ39億円減少し、432億

円となりました。主な要因は受取手形・完成工事未収入金等の減少（45億円）、預け金の減少（6

億円）、未成工事支出金の増加（11億円）であります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ37億円減少し、260億円となりました。主な要因は支払手形・

工事未払金等の減少（27億円）、未払法人税等の減少（10億円）、未成工事受入金の増加（9億

円）、その他に含まれる未払費用の減少（4億円）であります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ2億円減少し、172億円となりました。主な要因は配当金の支

払（5億円）、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上（1億円）によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成30年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成29年４

月26日公表の業績予想から変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,062 4,212

受取手形・完成工事未収入金等 30,786 26,193

未成工事支出金 2,333 3,439

材料貯蔵品 185 188

預け金 2,557 1,927

その他 2,052 1,966

貸倒引当金 △214 △198

流動資産合計 41,763 37,729

固定資産

有形固定資産 2,263 2,206

無形固定資産

その他 871 835

無形固定資産合計 871 835

投資その他の資産

その他 2,587 2,714

貸倒引当金 △188 △188

投資その他の資産合計 2,398 2,525

固定資産合計 5,532 5,568

資産合計 47,296 43,297

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 18,562 15,798

短期借入金 25 206

未払法人税等 1,196 158

未成工事受入金 1,569 2,561

完成工事補償引当金 188 170

工事損失引当金 444 326

その他 2,977 2,209

流動負債合計 24,965 21,430

固定負債

退職給付に係る負債 3,610 3,459

その他 1,244 1,205

固定負債合計 4,854 4,664

負債合計 29,820 26,094
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,970 1,970

資本剰余金 6,703 6,703

利益剰余金 9,006 8,664

自己株式 △27 △27

株主資本合計 17,652 17,310

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 142 159

為替換算調整勘定 △83 △106

退職給付に係る調整累計額 △961 △934

その他の包括利益累計額合計 △901 △881

非支配株主持分 724 773

純資産合計 17,475 17,202

負債純資産合計 47,296 43,297
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 15,735 14,920

売上原価 13,413 12,752

売上総利益 2,322 2,168

販売費及び一般管理費 1,782 1,732

営業利益 540 435

営業外収益

受取利息 2 0

受取配当金 4 4

保険解約返戻金 10 -

その他 8 7

営業外収益合計 25 12

営業外費用

支払利息 8 12

コミットメントフィー 1 4

為替差損 21 5

その他 3 0

営業外費用合計 34 22

経常利益 531 425

税金等調整前四半期純利益 531 425

法人税等合計 185 159

四半期純利益 346 266

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△6 68

親会社株主に帰属する四半期純利益 352 197
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 346 266

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △21 17

為替換算調整勘定 △102 △22

退職給付に係る調整額 22 26

その他の包括利益合計 △101 21

四半期包括利益 244 287

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 283 217

非支配株主に係る四半期包括利益 △39 69
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
　

（セグメント情報等）

セグメント情報
　

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

プラント

事業

空調設備

事業

電設・建築

事業

電力・

情報流通

事業

海外事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,229 3,348 6,895 797 1,051 15,323 412 15,735 ― 15,735

セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 ― ― ― ― 0 2 2 △2 ―

計 3,230 3,348 6,895 797 1,051 15,323 414 15,738 △2 15,735

セグメント
利益又は損失（△）

56 91 904 △17 △91 942 49 992 △452 540

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売及び補修・修理等のサ

ービス部門を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△452百万円は、主に全社共通部門にかかる費用であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

プラント

事業

空調設備

事業

電設・建築

事業

電力・

情報流通

事業

海外事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,813 4,592 3,378 869 1,928 14,583 336 14,920 ― 14,920

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― 1 1 △1 ―

計 3,813 4,592 3,378 869 1,928 14,583 338 14,921 △1 14,920

セグメント
利益又は損失（△）

213 172 162 5 154 708 75 783 △347 435

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売及び補修・修理等のサ

ービス部門を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△347百万円は、主に全社共通部門にかかる費用であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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４．補足情報

（セグメント別受注高・売上高・営業損益・受注残高）

区分

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前年同期
増減

金額
（百万円）

※
構成比・
利益率
（％）

金額
（百万円）

※
構成比・
利益率
（％）

金額
（百万円）

　 　 プラント事業 4,600 30.9 4,510 26.0 △90

　 　 空調設備事業 5,154 34.6 5,823 33.6 669

電設・建築事業 3,266 21.9 4,062 23.5 796

　受注高 報告セグメント 電力・情報流通事業 1,062 7.1 1,412 8.2 349

　 海外事業 350 2.4 1,126 6.5 775

　 　 小計 14,434 96.9 16,935 97.8 2,501

　 その他 467 3.1 373 2.2 △94

　 計 14,901 100.0 17,308 100.0 2,406

　 　
プラント事業

売上高 3,229 20.5 3,813 25.6 583

　 　 営業損益 56 (1.8) 213 (5.6) 157

　 　
空調設備事業

売上高 3,348 21.3 4,592 30.8 1,244

　 　 営業損益 91 (2.7) 172 (3.8) 81

　
報告セグメント 電設・建築事業

売上高 6,895 43.8 3,378 22.6 △3,516

　 営業損益 904 (13.1) 162 (4.8) △742

売上高・
営業損益

　 電力・情報流通
事業

売上高 797 5.1 869 5.8 71

　 営業損益 △17 (―) 5 (0.6) 23

海外事業
売上高 1,051 6.7 1,928 12.9 877

営業損益 △91 (―) 154 (8.0) 245

　 　
小計

売上高 15,323 97.4 14,583 97.7 △739

　 　 営業損益 942 (6.2) 708 (4.9) △234

　
その他

売上高 412 2.6 336 2.3 △75

　 営業損益 49 (12.1) 75 (22.4) 25

　
調整額

売上高 ― ― ― ― ―

　 営業損益 △452 (―) △347 (―) 104

　
計

売上高 15,735 100.0 14,920 100.0 △815

　 営業損益 540 (3.4) 435 (2.9) △104

　 　 プラント事業 14,953 33.9 15,477 31.5 524

　 　 空調設備事業 11,762 26.6 12,859 26.2 1,097

　 報告セグメント 電設・建築事業 10,514 23.8 11,040 22.4 525

受注残高 　 電力・情報流通事業 3,599 8.2 4,893 10.0 1,293

海外事業 2,909 6.6 4,672 9.5 1,762

　 　 小計 43,739 99.1 48,943 99.6 5,203

　 その他 413 0.9 211 0.4 △202

　 計 44,153 100.0 49,154 100.0 5,000

　 ※１．受注高・売上高・受注残高については構成比を表示しております。

　 ※２．営業損益は利益率を括弧で表示しております。
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